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区政に
関する世論調査結果まとまる

問題 点 の ト ップ は 交通 機 関
当区ではは初めての<足立区政に関する世論調

査〉を去る五月実施しました。この調査の目的は

足立区民の生活環境の諸条件や実態とそれに対す

る意識、街づくりについての考え方方意見などを

的確に把握ししこれらの相互関連のなかからら足

立区長期基本計画 に基づく実施計画作 成の際の事

業の優先順位やウェ イト付けをするための基礎資

料と することです。

〈調査項目〉はは生活環境・住宅事情・公共施

設・区政一般など別表|の6領域・33項目です。

調 査 方 法

調査にあたってはは長期基本計画の13ブロック

ごとに、住宅地区・商業地区・工業地区などの地

域の特性に応じてて56地区を抽出しました。その

地区に住む年齢満20歳以上の男女3360名に調査用

紙を渡しし1週間後に受取りに行く方法で実施し

2833人の回答がありました。( 回答率84. 3%)

生活環境について

まず生活環境ではは「現在生活していくうえで

困ること」についてて上下水道・ガス・公害など

14項目の中で困っていること、不便 なこ となどを

いくつ でもあげてよい形式で回答し てもらい まし

た。

結果はは第一が「交通機関」37. 2%( 16. 0%)

でで以下「公園緑地」33. 8%( 27. 0%) 「下水道」

33. 5%( 30. 3%) 「保育」24. 8%( 29. 2%) 「河

川のよごれ」20. 4%( 12. 7%) の順となりり( )

内に示した都全体の傾向に比べべ当区の交通機関

の悪さを示しています。( 別表2)

□ 公害、騒音、大気汚染

自動車や工場の騒音に困っているものが46. 9%

と半数弱を占め、この面からも生活環境の悪化を

示しています。なかでも「いつも困る」が13. 5%

もあり「ときどき困る」33. 4%となっています。

排気 ガスや工 場のばい煙による空気の汚れにつ

いては「l . 非常にめいわくしている」「2. それほど

でもない」「3. 汚れていない」のうち2の項目を

上げた人が過半数の59. 2%を占めています。

「悪臭について」は「ある」が約過半数の50. 8%

で、「1. とくにひどい」が4. 6%、「2. ときどき

感じる」が46. 2%となっており、全体的に公害が

悪 化し ていると思われます。

□ 下水道の受益者負担について

下水道螯備について、費用の一部を受益者負担

にするごとについては、「1. やむを得ない」とする

ものが、トップの42. 6%もあり、下水道整備の要

望 の強さを示しています。

□ 生活環境全般について

次に、「足立区 は一般的にみて生活環境 が良い

といえるか」という問に対しては、「良い」27. 9%

「悪い」24. 3%「どちらともいえない」47. 8%

で、「 どちらともいえない」を除くと良 いの方が

やや多くなっています。

□ 地域の将来イメージ

また、「将来どんな地城にしたいか」という問

には、64. 2%か住宅地域と答えており、その内容

も「二階以下の個人住宅地」が45. 0%と最も多く　

「中層住宅地」が17. 0%「高層住宅地」は2. 2%

と非常に少なくなっています。一方、「商業地」

も10. 7%とかなり高くなっていますが、「農耕地

を極力残す」地域も7. 1%あって、環境保全への

指向 もみられ ました。

地域の将来イメージ

住宅事情について

□ 持家か借家か

全体では「持家」が40. 9%とトップで、次いで　

「都営住宅」22. 1%、「借家」13. 4%、「民間ア

“ - 卜」10. 0%となっています。

□ 住居の広さ

住居の広さでは、「23. 2~33. 0- 2( 10坪) 」がト

ップで22. 4%、次いで「33. 1m*~49. 5, 1( 15坪) 」

の17. 3%となっており、家族数( 平均3~4人)

に対して非常に狭 く、住宅事情 の悪 さを反映 して

います。

□ 現在の住居の広さで十分か

現在の住いの広さは十分かどうかの設問に対し

ては、57. 1%の過半数以上が狹いとしています。

現在の広さで十分であるというのは18. 1%しか

なく、まあまあというのが23. 4%となっています。

□ 狭いとすればどれ位の
広さを希望するか

一番多いのは50~66. 0sl ( 20坪) で23. 6%と約

吾を占め、次いで33. 1~49. 5- 2( 15坪) の23. 5%

とこの間で約半数を示しています。家族数から考

えても、49. 5s2( 15坪) 前後の希望は決してぜい

たくな要求 とはい えず、庶民の ささやかな スィー

トホーム像 といえます。

別 表1
1. 生活環境について

● 環境 に対 する問題 点

● 裏 通 りの整備

● 公害〔騒音・大気汚染・悪臭〕

● 環境 改善 方法

● 下 水道整備 の受 益者 負担

● 地域の将来イメージ

● 購買行動

● 健康診断

2. 住宅 事 情につい て

● 住宅形態・構造

● 居住 面積 と希 望面積

3. 人口移動･流動について

● 居 住年数 と以前 の居住地

、居 住動機

● 今後 の居 住の可能 性 と理由

4. 公共施設について

● 利 用施設

● 図 書館 などのあ り方

● 公園の あり方

● 福祉施設のあり方
● 教育文化施設の整備
● 土木関係施設の整備
● 出張所の利用度とあり方
● 区民センターの施設整備
5. 区政一般について

● 財政への関心度
● 長期基本計画の知名度
● 計画の重要度
● 再開発について
● 避難について
6. 区政認識について
● 区の行政
● 区長名の知名度
● 区長の選出方法

● 区行事の知名経路
● 区のお知らせ到達率と購読紙
● 区のお知らせの閲覧率と関心
度
● 区政に対する要望の解決方法

別表2　 ここにお住いになって困ることは
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これからの区の発展のために
―望まれる下水道対策―

区の 重 点 施 策

これからの区の発展のために、最も力を入れて

ほしい施策を14の項目から二つ選んでもらいまし

た。結果は、卜ップが「下水道整備」で31. 3%、

次いで「公害防止」21. 8%、「通学路・ガードレ

ールの設置」21. 0%、「老人施設の充実」18. 8%　

「道路・河川の整備」18. 6%、「公園・児童避圜

の整備」16. 7%、「開発や再開発による整備」12. 3%

の順となっています。( 別表3)

公 共 施 設

□ 施設の利用率

区の施設の利用率についてみますと、「図書館」

が卜ップの13. 0%、「文化会館」の11. 5%、「区民福

祉センター」の10. 0%の順となっています。しか

し、「全ての施設を全然利用したことのない」人

が63. 4%もあり、区の施設のP・Rと今後の活用

が望 まれます。

□ どんな公園を作るべきか

最も多いのが「森林公園」の31. 4%で、都会人

が緑のオアシスを求めているのが単的に表現され

ています。次いで「散歩や簡単なレクリェーショ

ンのできる中規模な公園」の27. 0%、「運動場、

プールなどのあるスポーツ公園J 16. 7%、「児童

公園」13. 1%となっています。「交通公園」は1. 7%

と最低 ですが、 イメージが良 くつ かめ ないこと

と、緑の公園がまず整備 され、 その次に望まれる

もの と思j つれます。

別表3 望まれる重点施策

囗心身障害者福祉施設について

心身障害者福祉施設のあり方について、「1. 区

内に1~2か所はぜひ必要である」「2. 都内に数

か所あればよい」「3. わからない」の設問に対し

ては、全体の約1の72. 9%が「1」の区内に1~

2 か所必要 と感じ てい ます。

別表4　 整備を望む教育文化施股

□ 教育文化施設の警備

全体で最も高いのは「区民プール」で37. 0%、

次いで「幼稚園」の31. 9%、「運動場」の25. 6%　

「図書館」の25. 4%となっています。学校施設は　

“ 短大など゛を除いて、全部20%以上の希望です。

また運動施設を合bせると75. 2%とかなり高くな　　　　　　　

っています。〔別表4 〕

□ 土木関係施設の整備

土木関係施設では、「道路」以

下10項目で質問したところ、「街

路灯」が卜yプの43. 7%で、次い

で「公園」41. 3%、「道路」40. 2%　

「歩道」39. 9%の順となっていま

す。

□ 福祉関係施設の整備

福祉関係施設で整備してほしい

ものを3つあげてもらった結果で

は、トーフプが区民保養所の51. 3%

と区の特殊事情を反映しています。

次いで保育園48. 4%老人館の48. 3%

となっており、幼児問題 、老人

問題に対す る期待が高くなっ てい

ます。

□ 区民福祉センター

区民福祉センターの施設として

最も希望の多いのは児童館の43. 7%

、次いで老人館の43. 0%、図書

館の25. 6%、青年館16. 1%などの

順で、大体前 の質問結果と同じ傾

向 です。

区政に対する関心は?

「区政に闢する認識について」は、まず財政へ

の関心度を飼べましたが、「関心がない」という

ものが、58. 2%と半数以上ありました。また、区の

仕事がどの程度まで知られているか、都の仕事も

まぜた7項目で質問したところ「公立小中学校の

建設」41. 2%「公立保育園、幼稚園の建設」40. 3%

とかなり、正しく肥識されています。しかし、

3. 4、5位は「ごみ・し尿処理」「下水道の建

設」「乳幼児の予防接種」と、おのおの30%前後が

都の仕事を区の仕事と誤認しています。また「公

衆便所の設置」「公共溝渠の維持管理」はそれぞれ

22. 7%、20. 2%の人が区の仕事であることを知っ

ていました。

一方、区長の名前は「知っている」55. 8%、「忘

れた」15. 8%で昭和43年23区平均の36. 5%、同45

年練馬区13. 9%に比べ、相当高い数字を示してい

ます。

また、区長の選征制度については、「正答」( 都知

事の同意を得て区議会で選任する) が51. 9%で遇

半数を占めていますが、一方「わからない」人が

26. 8%、「選挙する」と答えた人も18. 9%と多く

なっ てい ます。

区長の決め方について

区の仕事・行事は何で知るか

区の仕事・行事については「区のお知らせ」が

73. 5%で、新聞、掲示板、チラシ、パンフレット

のいずれも10%兮に比べ圧倒的な数字を示してい

ます。

また、区のお知らせは「毎月必ず届いている」

が6. 9%、「ときどき届く」が23. 8%となってお

り、一応現在の配布方法で90%は確保されている

と考えられます。次に、「必要な記事だけ読む人」

が49. 4%、「くわしく読む人」が24. 6%、「見出

しだけを読む人」が15. 6%で、「全然読まない人」

は10. 3%となっています。また関心のある記事に

ついては「家庭欄」44. 1%、「事業計画」38. 2%。

「窓口案内J 21. 7%、「財政報告」20. 8%の順と

なっています。

◇ なお、世論調査の報告書は、区役所広報課、

各出張所、図書館に備えてありますのでj くわし

くは資料をご らんください。

最後にこの調査にご協力くださった方々に、こ

の紙面をかりて厚 くお礼申し上げます。今後とも

区政へのご理解、ご協力を賜りますようよろしく

お願いいたします。

10月31日が納期です……都・区民税(個人分)第3期分・自助車税(第2期分) ・国民年金保険料10・11･12月分


